
一般社団法人日本医療検査科学会 

2025 年度 第 3 回理事会 

 

 

開 催 日 時 ： 2025 年 6 月 22 日（日）13 時 00 分～14 時 30 分 

開 催 場 所 ： 学会事務局（および web 会議） 

出 席 者 ： 髙橋聡理事長、清宮正徳副理事長、大川龍之介理事、中山智祥理事、 

     藤巻慎一理事、堀田多恵子理事、橋口照人理事、増田亜希子理事、 

        萩原三千男監事、栁原克紀監事 

欠 席 者 ： 石山雅大理事 

議 長 ： 髙橋聡理事長 

議事録作成者： 佐久間良太 

 

議 題 
１．理事長挨拶 

  髙橋理事長より、第 3 回理事会へご参集頂いたことへの謝辞があった。 

 

２．報告事項 

２－１．総務職務報告（清宮副理事長）（資料 P2-3） 

  2025 年 5 月 11 日～6 月 16 日までの入会者 31 名、退会者 19 名（内 2 名評議員）の入

退会があったと報告があった。 

２－２．第 57 回大会の進捗状況（中山理事）（資料 P4-6） 

  第 57 回大会の進捗状況について、日程表の作成およびプログラム内の座長等の被りが

ないか確認作業を進めているとの報告があった。 

２－３．2024 年度決算報告（清宮理事）（資料 P7-17） 

  2024 年度決済報告について、収支決算書を基に説明があり内容を確認した。 

２－４．定時社員総会（清宮副理事長） 

・出欠はがき返信数確認（資料 P18-21） 

   出欠はがきの返信について、以下の報告があった。 

評議員（社員）：131 名 

出席：30 名 ハガキによる議決権行使：73 名 委任：5 名 

合計：108 名 返信率：82％ 

・議事録署名人の選出について 

   議事録署名人の選出について、松下一之社員（千葉大学）と菅野光俊社員（福島県

立医科大学）を依頼し承諾いただいたことを確認した。 

・式次第および資料の最終確認（資料 P22-32） 

   総会の資料について内容を確認した。 

・その他 

  特になし 

２－５．その他 



  特になし 

 

３．審議事項 

３－１．学術委員会より委員異動申請（中山理事）（資料 P33） 

 国際交流員会より 1 名の職位変更の申請があり、審議の結果承認された。 

３－２．委員会議事録（科学技術、血液、遺伝子、倫理 COI、委員長）（資料 P34-50） 

 上記委員会の議事録について資料に基づき説明があり、審議の結果承認された。 

３－３．POC 委員会より-POC セミナー開催-（藤巻理事）（資料 P51-63） 

 POC 委員会より第 16 回 POC 更新セミナーおよび第 95 回～第 98 回セミナーについ

て詳細内容について資料に基づき説明があり、審議の結果承認された。 

３－４．POC 委員会より-外部精度管理について-（藤巻理事）（資料 P64-65） 

 「兵庫県医師会所属診療所における POCT の外部精度管理実施に関する協力依頼」に

ついて資料に基づき説明があり、審議の結果依頼を受けることで承認された。髙橋理事

長より「POC 技術委員会が臨床検査の領域の一分野を指導的立場として進めていくこ

とが重要であり、認定資格取得者や所属施設に診療上のプレゼンスを上げていく教育

体制を作ってほしい。また今回の活動をどのように関わっていったのかを記録に残し

今後に活動へ繋げてほしい」との意見があった。共催活動のため、先方へ依頼書提出の

依頼をすることとなり、経費について「移動費等の人件費は未定だが、ボランティア活

動になると想定される」との記載があり、活動に携わる方が損をしない内容に変更検討

いただくようお願いすることとなった。 

３－５．倫理委員会、COI 委員会について（髙橋理事長）（別途資料） 

 ・COI の管理や運用や簡略化するためのシステム導入について申請があった。利益相

反（COI）申告管理システム（EPS 株式会社）について資料に基づき説明があった。

現状では紙での申請および管理を行っているが、システムを導入することで WEB 上

での入力申請と管理が可能となり、必要時に管理者（事務局・理事長・COI 委員長な

ど）が確認できるようになるとの説明がありセキュリティ内容等も併せて確認した。

審議の結果システム導入については承認された。学術大会や論文投稿と連動する運

用方法が今後の課題として挙がった。また相見積もりをとって検討しても良いので

はとの意見があり、対応可能業者を探し別途見積りを取ることとなった。 

 ・現状では倫理・COI 委員会として一つの委員会であったが、今後は倫理委員会と COI

委員会に分けて活動する事となったと報告があった。 

３－６．バナー広告の取り扱いに関する規定（髙橋理事長）（資料 P66-69） 

 バナー広告の取り扱いに関する規定について、資料に基づき説明があった。規定作成に

ついては承認された。「データ容量を確認する事」「第７条 1 「支払いを拒否する」の

文言を「受け取りを拒否する」に変更」「掲載企業を増やす」「趣意書の作成」の課題が

出た。栁原監事より広報委員会の設置の有無について質問があり、現状は髙橋理事長が

管理することとなった。 

３－７．評議員推薦（大川理事）（資料 P70-72） 

 1 名の評議員推薦について資料に基づき説明があり、審議の結果承認された。 

３－８．第 4 回 MALDI-TOF MS 調査について（中山理事）（資料 P73-79） 



 第 4 回 MALDI-TOF MS 調査について資料に基づき説明があった。審議の結果活動に

ついては承認された。また募集要項等について「確認事項 本検討の各施設のデータは

学会発表および投稿論文に使用致します。」の文言を、「本学会委員会として学会発表お

よび投稿論文に使用する」旨の記載内容に変更することとなった。また精度管理として

十分でない結果が出た場合は認定証を送らない事とし、一方的にならないようチェッ

クリストを作成し実施施設にも確認してもらえる方法を委員会にて検討していただく

事となった。振込先をゆうちょ銀行からネット銀行へ変更することなり、ネット銀行開

設準備する事となった。 

３－１０．その他 

 ・JACLaS Award に関する内規について、内容を確認した。国際交流委員会の海外の

学会の大会参加費の負担について再度検討することとなった。 

・海外の学会に参加する際に本学会演者として非会員が発表する事案があり、現在も対

応中との報告があった。今後同様の事案が発生する場合があるため、対応方法につい

て検討することとなった。 

 

４．その他 

・定時社員総会：6 月 22 日（日）15：00-15：20 学会事務局より WEB 会議 

・臨時理事会：6 月 22 日（日）15：30-15：45 学会事務局 

 

 


